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河田清雄･正井義郎

だった.厚く御礼申し上げます.
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1986年にr関東地方｣の配本で始まった本シリ

ｰズは,このr九州地方｣をもって全9巻完結と

なった.本巻の記述は他巻と同様に体系的かつ網羅

的なものとなっており,引用文献の数は2000をこ

えている.｢西南目本弧と琉球弧との会合点にあた

り,地質学的に重要た位置をしめている｣九州地方

について,本書では総説,中･古生界,新生界,火

山,海洋地質,応用地質,地下資源,地球物理,地

質構造発達史の9章の構成で,総合的な解説を行

っている.

全体を概観した第1章の総説に続く第2軍およ

び第3章は本書の根幹をたす部分で,r西南目本主

都の地質の帯状構造が大きくみだされている｣中

･古生界および火山活動が活発に続いてきた新生

界がそれぞれの章で詳しく述べられている.

口絵に雲仙普賢岳の赤熟したドｰムと菱刈鉱山の

金銀鉱石の美しいカラｰ写真が飾られているが,雲

仙については,第4章｢火山｣の中で1991年火砕

流が地質図に示され,火山地質学的に解説されてい

る.この｢火山｣の章では阿蘇,桜島から南西諸島

の小さな火山にいたるまで洩れなく記述されてい

る.なお,雲仙については第6章｢応用地質｣で

も,防災的観点から最近の活動が紹介されている.

第7章の｢地下資源｣では,一昔前まで九州の

産業を大きく支えていた石炭に関して,地質学的側

面のみならず,開発の歴史的側面についても触れら

れている.また,金属,非金属鉱床については小規

模なものまで含め網羅的に記述され,資料的価値の

高いものとなっている.さらに,金とともに現在の

九州を代表する地下資源である地熱に関しても,開

発中の地域まで含めわかりやすく記述されている.

第8章r地球物理｣では,重力,キュリｰ点等

温面,地震等について記述されている.この章は最

近の火山活動,テクトニクス等を考える上で重要な

部分であるので,もう少し重きをおいてもよかった

ように思う.最後の第9章｢地質構造発達史の諸

問題｣では,中古生代は地質構造区分に重点をおい

て,新生代は時間軸にしたがって議論がなされてい

る.これでr日本の地質｣は全9巻揃ったので,

地域地質の検索,調査に大きな役割を果たすにちが

いない.
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